SONY. 


4 - 271 - 527 - 05 ( 1 ) 


III 国 IBIIIII 圍 111111 

* 427152705 * ( 1 ) 


地上 • BS ’110 度 CS デジタル八ィビジョン 

液晶テレビ 


取扱説明書 


設置する 


接続•設定をずる 


使ってみる 


ネットワークにつなぐ 



操作のしかたは、 困ったときは 

テレビ本体に搭載されている _ 

r 電子取説」をご覧ください。 その他 



電そ1説 




BRAVIA 


KDL-46HX720 / 40HX720 

KDL-60EX720 / 5 日 EX720 / 46EX720 / 40EX720 / 32EX720 
KDL-46EX72S / 40EX72S / 32EX72S 
KDL-32CX400 / 22CX400 














目次 


設置ずる 

付属品を石崔かめる . 4 

本機を持ち運ぶ . 5 

スタンドを取り付ける . 6 

転倒防止の処置をする . 7 

B - CAS 力ードを挿入する . 8 

見やすい角度に調節する . 8 


接続•設定をする 

アンテナをつなぐ . 9 

録画/再生機器をつなぐ . 10 

才ーディオシステムをつなぐ （ KDL -46/40/32 EX 72 S を除く） . 11 

ケーブルをまとめる . 12 

U モコンに電池を入れる . 12 

かんたん初期設定をする . 13 


使ってみる 

テレビを見る . 14 

ホームメニューを使う . 16 

内蔵の取扱説明書(電子取説)を見る . 18 


ネットワークにつなぐ 

インターネットの接続•設定をする . 20 

ホームネットワークにつなぐ . 26 


困ったとさは 

故障かな？と思った b . 28 


その他 

別売アクセサ U - を取り付ける . 30 

主な仕様 . 35 

お手入れについてのごを意 . 38 

保証書と アフターサービス . 39 


• KDL -46/40/32 EX 72 S をお使いの場合は、別冊の TV サウンドバーシステムの取扱説明書ち合わせてご覧ください。 
• 本書で使用されているイラストは、お使いの機種と異なる場合びあります。 


2 

























本書では、設置•接続や、初期設定のしかたを記載しています。 


機能について詳しくは、本機搭載の「電モ取説」をご覧ください。 U モコンの電モ取説ボタンを押すと、 
テレビで説明を見ることがでさます。 

「電モ取説」の操作のしかたについては、ページをご覧ください。 



電モ取説の目次^ 


電子取説の使いかた 

〈ブラビア〉の機能 

3 D 機能* 

人感センサー 

くブラビア>ネットチャンネル 
アプリキャスト 
無線 LAN (アダプター） 

Skype 

TrackI D ™/ 音楽検索/ビデオ検索 
USB 八ードディスク録画 
ブラビア U ンク 

見る 

3 D 機能# 

番組表 
番組説明 
番組検索 
お気に入0機能 
おすすめナビ 
ワイド切換 
画質モード 
番組連動データ 
写真/音楽/映像 
2画面(親子画面） 

2画面(左ち画面） 

独立データ放送/ラジオ放送 

設定/ホームメニュー 

ホーム方ニューででさること 
本機の設定を変更するには 
画質•映像設定 

ながな±■ミ几み 

曰貸 • 曰ド政疋 


機能設定 
電子取説 
放送受信設定 
外部入力設定 
通信設定 
お知らせ 
製品サポート 
かんたん設定 

機器をつなぐ/インターネット 

録画•再生機器 
オーディオシステム 
USB 機器(デジタルカ^ラなど） 
ピクチャーフレーム 
ブラビア U ンク / HDMI 機器 
インターネット/無線 LAN 
ホームネットワーク 
Media Remote 
パソコン （ PG ) 

携帯電話でポケットチャンネルを見る 

各部の名刖 

リモコン 

本体のボタンとランプ 
接続端テ 

困ったとさは 
索引 

少 しお0 

しおりを使ラ 


お使いの機種により、表示される項目は異なります。 
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付属品を確かめる 


付属品一覧 



snt 

巧 

置 

ず 

る 


• B - CAS 力ード(デジタル 
放送用にカード）り枚） 
台紙に貼り付けてあ0 
ます。 



B-CAS 

力ード 


• U モコン （1 個） 

• 単4形乾電池 (2 個) 



• スタンド （1 個）*1 



• 六角レンチ- 3 



• スタンド組み立て用ネ 


ジ(六角巧付さ） (4 本 t 4 
または3本 ")、 (+PSW 
M 4 X 10 mm ) (3 本）*6 



• 本体固定用ネジ(六角巧 
付き）り本)’2 、 (+PSW 
M 5 XI 6 mm ) (4 本*6ま 
たは3本*7 )、 (+PSW 




*7、车8 


M 5 X 20 mm )(3 本）" 


• 転倒防止用ベルトり本) 
• 取付用ネジ （ + PSW 
M 4 xi 0 mm )(1 本)*3、 
(+PSW M 4 X 20 mm ) 
(1 本)" 

• 木ネジ ( IV 13.8 X 20 mm ) 
(1 本） 

• アンカーボルト (2 本）*8 



取付用ネジ 木ネジ 

アンカーボルト 



• ワイヤークラン バー 
(1 本）"' *9 



KDL-46/40/32EX72S のみ付属 


• サウンドバー （1 個） 


• 音声接続用ケーブル (1 
本） 


. 電源コード （1 本） 


• AC アダプター(1個） 

1 


• TV サウンドバーシステ 
ムの取扱説明書 

1 

r— 

1 


s ' スタンドは組み立てる必要びありまず。詳しくは、別 
紙のかんたん設置ガイドをご覧ください。 

42スタンドヘッド。 

KDL -60 EX 720 は、本機後面に付いていまず。 

" KDL -22 CX 400を除くモデルに付属。 

KDL -46 HX 720, KDL -55/46 EX 720, KDL -46 EX 72 S に付 
属。 

" KDL -40 HX 720, KDL -60/40/32 EX 720, KDL -40/ 
32 EX 72 S , KDL -32 CX 400に付属。 

" KDL -22 CX 400に付属。本体固定用ネジは、予備のネ 
ジ （1 本)を含む。 

り KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40/32 EX 720, 
KDL -32 CX 400に付属。 

" KDL -46/40/32 EX 72 S に付属。 

"本機後面に付いていまず ( KDL -32 CX 400を除く）。 
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本機を持ち運ぶ 


正しい方法で運搬/移動する 


設置場所をミ夫める 


誤った方法で運搬したり移動したりすると、本 
機び落下し、打撲や骨折をしたり、大けびをす 
ることびあります。 

大型テレビは重いので、開捆や持ち運びは必ず2 
人];•(上で行ってください。 

テレビの底面を持つとさは、イラストのように 
しっかりと持ってください。 

運ぶとをには、衝撃を与えないようにしてくだ 
さい。落下や破損などにより、大けびの原因と 
なります。 

特に、液晶画面を巧さえたり、強い力び加わる 
よラな持ちかたをしないでください。 

本機を運ぶときは、本機に接続されている電源 
プラ つ'やな一つ 、レなどをすべてはずしてくださ 
い。電源プラグを差し込んだまま移動させると、 
電源コードび傷つを、义災や感電の原因となる 
ことびあります。 

修理や引越しなどで本機を運ぶ場合は、お買い 
上げ時に本機び入っていた箱と、クッション材 
を使ってください。 


运 

つラグをコン 
セントか6抜く 


KDL -46/40 HX 720, 
KDL -60/55/46/40/ 
32 EX 720, KDL -32 CX 400 


のし220<400 




本機のセンサー受光部をさえぎらないよラに設 
置場所を決めて < ださい。 


I' 口 3 D シンク□トランスミツター 

I ( KDL -32/22 CX 400を除く） 

I 」モコン受光部/ 

明るさセンサー# 1 / 

おまかせ画質センサー# 2 / 

人感センサー 

*1 KDL -60/55/46/40/32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S , 
KDL -32/22 CX 400のみ。 

KDL -46/40 HX 720 のみ。 

• 液晶画面を照明や太陽にむけたままにすると、ミ夜晶画 
面を傷めてしまいます。屋外や窓隙には置かないで< 
ださい。 

• 本機を寒いところか5急に暖かいところに持ち込んだ 
とをや、湿気の多い場所や暖房を入れたばかりの部屋 
などでは、機器表面や内部に水滴びつくことびありま 
す。これを結露といいます。 

結露び起をたとさは、本機の電源を切り、結露びな< 
なるまで放置してか5ご使用くださし、。 

• 人感センサーに直射曰光や強い光び当た5ないよラに 
設置してください。故障の原因になります。 


KDL -46/40/32 EX 72 S 




設置する 





スタンドを取り付け 
る 


取り付ける前に、付属のネジに合ったドライバー 
をご用意ください。 

別紙のかんたん設置ガイドをご覧になり、あら 
かじめスタンドを組み立ててください。 
KDL -46/40/32 EX 72 S をお使し)の場合は、付属 
のヴウンドバーをテレビに取り付けてからスタ 
ンドを取り付けてください。 

KDL-46/40HX720, KDL-55/46/40/ 
32EX720, KDL-46/40/32EX72S, KDL- 
32/22CX400 の場合 

1本体をスタンド(付属）に載せる。 

KDL -22 CX 400 LU 外は、必ず2人 LU 上で行っ 
て < ださい。 

片方の手で底面を持ち、ちラ片方の手で本 
体上部を支えて < ださい。 

KDL -55/46/40/32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S , 
KDL -32 CX 400 


本体後面 



KDL -22 CX 400 
本体後面 



2全の位置で本体固定用ネジ(付属)を締 
め、スタンドを固定する。 

電動ドライバーを使ラ場合、締め付けトル 
クは約 1.5 N . m り Skgf . cmU こ設定してくだ 
さい。 

KDL -55/46/40/32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S , 
KDL -32 CX 400 

本体後面 





KDL -22 CX 400 



本体固定用ネジ 


本体後面 


嚇 

^本体固定用ネジ 



KDL-60EX720 の場合 


本体をスタンド(付属）に載せる。 


本体後面 



本体固定用ネジ 




2六ちレンチ(付属)で本体固定用ネジ(付 
属)を締め、スタンドを固定する。 



本体後面 


六角レンチ 


設置ずる 
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スタンドを取りはずず 

本機を別売の壁掛けユニットやフ□アスタンド 
などと使うときは、付属のスタンドを取りはず 
してく ださい （ KDL -46/40/32 EX 72 S を除く）。 
全の位置の本体固定用ネジをはずしてください。 


KDL -46/40 HX 720, 

KDL -60/55/46/40/32 EX 720, KDL -32 CX 400 



本機後面 


• 柔5かい布などを敷いた台に画面を下にしてテレビを 
載せてください ( KDL -22 CX 400を除く）。 

• 取りはずしたスタンドのネジは、壁掛けユニットやフ 
□アスタンドなどの取り付けに使巧しないでくださし、。 
• 取りはずしたスタンドおよびネジは、大切に保管して 
ください。スタンドに戻す場合に必要です。スタンド 
を個別に購入することはでさません。 


乾倒防止の処置をす 
る 

のし 46/40/32 EX 72 S をお使し)の場合は、本機 
を壁や柱にち固定する必要びあります。別紙の 
かんたん設置ガイドをご覧になり、転倒防止の 
処置を行ってください。 



〇転倒防止用ベルト(付属)をスタンドに取付用ネジ 
(付属)でしっか0と留める。 


©テレビ台などに木ネジ(付属)などでしっかりと留 
める。 

•転倒防止の処置をしないと、本機び転倒し、けびの原 
因となることびあ0ます。 

• テレビ台の種類によ0、付属の木ネジび使用でさなし、 
とをや、強度び充分とれないとさには、お買い上げ店 
や工事店にご相談のラえ、市販のネジ(直径3〜 4 mm ) 
をご使用ください。 



設置する 
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B - CAS 力ードを挿入 
する 


見やすい角度に調節 
する 


B - CAS 力ード(デジタル放送用に力ード)はお客 
様と地上デジタル、 BS デジタル、110度〔5デジ 
タルの放送局をつなぐカードです。 

デジタル放送を視聴するしないに関わらず、必 
ず B - CAS カードを挿入してください。 

次の手順は、電源を切った状態で行ってください。 

1 同封の r ビーキャス ( B - CAS ) 力ード使用 
許諾契約約款」の内容を読み、了解され 
たうえで、台紙から B - CAS 力ードをは 
がす。 

B - CAS カードを貼ってある台紙の内容にご 
不明な点びあるとをは、 B - CAS カスタマー 
センター(電話番号0570 -000-250) へお問い 
合わせください。 


はがす。 




ii 


2 B - CAS 力ードを奥までしっかり挿入す 
る。 



2004年4月から、番組の著作権保護のために B - CAS 力一 
ドを利用しています。 

B - CAS カードを挿入しないと、すべてのデジタル放送を 
視聴でさなくな0ます。 


本体とスタンドの間に手や指をはさまないよラに動か 
してください。また、壁などにぶつからないよラにし 
て < ださい。 

液晶画面には触れないでください。 

スタンドの角びテレビ台などからはみ出さないよラに 
スタンドの位置を調節して<ださい。はみ出すと落下 
やけびのおそれびあ0ます。 

スタンド部分びずれたり、浮いた0しないよラに手で 
支えなび5調節して < ださい。 


画面の向さを調節する（スイーべル） 

画面の向をを調節でをる機種 

KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40/32 EX 720, 
KDL -46/40/32 EX 72 S , KDL -32 CX 400 


上か5見た図 


20。 


20。 


20。 


---パを 


が-' 


前面 


I 


20。 


画面の角度を調節ずる（チルト） 

画面の角度を調節でをる機種 

KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40/32 EX 720, 
KDL -46/40/32 EX 72 S , KDL -22 CX 400 



KDL -46/40 HX 720, 

KDL -55/46/40/32 EX 720, 

KDL -46/40/32 EX 72 S 

6。 


のし220<400 


前面 


8。 

\^i 




前面 


M 設置ずる 


8 















アンテナをつなぐ 


衛星アンテナや VHF / UHF アンテナをつなぎます。壁のアンテナ端子や、受信する信号に含わせて、アン 
テナの接続を行ってください。録画機器などもつなぐとをは、つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 


〇 VHF / UHF 用同軸アンテナケープ 〇衛星巧同軸ケーブル 
ル(別売、 EAC - DS 15 SS (2011 年 （別売） 

1月現在)など） —— 


=[na 


プラスチック製 


F 接栓型 


X 





Q 110度 CS デジタルに対応した CS / BS / 地上 
波放送対応分波器(別売、 EAC - DSSM 2 
(2011 年1月現在)など） 


全端子電流通過型の CS / BS / 地上波放送対応 
分配器调」売、 EAC - DSD 12(2011 年1月現 
在)など)ちご使用でさます。 


地上波と衛星放送の信号が混含の場含 

衛星アンテナ 


UHF アンテナ 
(地上デジタルを受信） 



VHF アンテナ 



アンテナ端子 


本機後面 


IHatvJ 

ケーブルテレビ 
放送尝社 


壁のアンテナ端モ ( VHF / UHF / BS /1 10度 CS 混合） 

地上波と衛星放送の信号が個別の場含 


UHF アンテナ 
(地上デジタルを受信） 




アンテナ端子 


BS / リ〇酌 S WF/UHF 
I IFW3 7J] 

®_® J 


L_- 


二□日 
尸 

_「 

_—一 

— B 

本機後面 


、 

- —— — . 


r 

3 

F 


壁のアンテナ端テ ( VHF / UHF ) 


巧びると金属部分に触れ、ショートの原因となります。 

〇 , X 


現在お使いの UHF アンテナやアンテナケーブルでち地上 
デジタルを畳信でさます。詳し<は、お買い上げ店にお 
問い合わせください。 


信号の流れ 

ケーブルテレビでわ地上デジタルを受信•視聴でさます。 
お住まいの地域のケーブルテレビで地上デジタルび放 
送開始されているかは、ケーブルテレビ放送尝社にお 
問い合わせください。ケーブルテレビ放送尝社によつ 
て送信方式び異なりますび、本機はパススルーち式の 
すべての周波数に対応しています。 

衛星アンテナをつなぐと、高画質•高音質で、各種テレ 
ビ放送•データ放送•ラジオ放送び楽しめます。 

BS デジタルの有料放送や110度 CS デジタルは受信契約 
び別途必要です。 


^接続•設定をずる 
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録画/再生機器をつなぐ 



ブルーレイディスクレコーダーや DVD プレーヤーなどの録画/再生機器をつなざます。機器の出力端 
テに合ったケーブルをご使用ください。 

機器によっては、アンテナ線の接続なども必要になります。つなぐ機器の取扱説明書をごお認ください。 
デジタルカメラやデジタルビデオカメラをつなぐ場合は、本機の USB 端モにつなざます。詳しくは、 r 電 
モ取説」をご覧ください。 

HDMI ケーブルでつなぐ 

HDMI ケーブルで本機と機器をつなぐと、映像と音声を1つのケーブルで、デジタル信号のまま劣化さ 
せずに伝送でをます。よりよい映像で楽しむために、 HDMI ケーブルでの接続をおすすめします。 




. ソニー製の High Speed HDMI ケーブルをご使用ください。 

• 市販の HDMI ケーブルの中には、取0付けられないちのちありまずのでごを意ください。 


D 映像ケーブル(別売) 



■ 


园固固 
«©藝© 


接続•設定をする 
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オーデイオシステムをつなぐ 

( KDL -46/40/32 EX 72 S を除く) 


オーディオシステムやホームシアター機器などをつなぎます。機器の入力端テに合ったケーブルをご 
使用ください。 


HDMI ケーブルでつなぐ 

Audio Return 〔 hannel ( ARC ) に対応している才ーデイオシステムと接続する場合には、 HDMI ケー 
ブルを使って本機の HDMI 1 入力端モにつないでください。 



HDMI 入力 


Audio Return ChanneKARO に対応していないオーディオシステムと接続する場合は、 HDMI ケーブルに加えて、光デ 
ジタル接続ケーブルまたは音声ケーブルちつなぐ必要びあります。 


光デジタル接続ケーブルでつなぐ 



光デジタル 
音声出力 


音声ケーブルでつなぐ 



音青出力 


オーディオシステムを接続した場合、ホームボタンを押して、次のように選んでください。 
&^[音質‘音声設定]^[へッドホン，音声外部出力設定]^[音声外部出力] 


接続•設定をする 
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ケーブルをまとめる 


リモコンに電池を入 
れる 


ワイヤークラン/ (一付属機種 

KDL -46/40 HX 720, KDL -60/5 5/46/40/ 
32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S , KDL -32 CX 400 

本機後面に付いているワイヤークランノ（一を取 
りはずしたあと、ワイヤークランパーを付け替 
えてケーブルをまとめます。 

( KDL -32 CX 400 は付属のワイヤークランノ（一を 
取り付けるため、 0© を行いません。） 

〇ワイヤークランバー占、6電源コードをほどく。 

〇ワイヤークランバーをはずす。 

0 ワイヤークランバーを取0付ける。 

〇ケーブルをまとめる。 

電源コードはまとめないで<ださい。 



KDL -32/22 CX 400 をお使いの場合 

電源コードを本機後面のフックに固定でをます。 



本機後面 


リモコンに電池を入れる。 

〇保護シートをはびす。 


〇カバーをスライドさせる。 



カバーをスライドさせるとさに、指などをはさまないよ 
5にごを意ください。 


接続•設定をずる 
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かんたんな]期設定を 
する 


地上アナ□グ、地上 • BS -1 10度 CS デジタルの受 
信設定は、「かんたん初期設定」で一度にでをます。 


電源を入れる。 





©の(電源)スイッチを押す。 

本機前面左側の I ( 電源ランプ)び、緑色に点灯して 
いることを確認してください。 


ちよつと一 


画面ち下に r 展示モードを実行中です。」と表示された 
場合は、「かんたん初期設定」でご家庭での視聴環境 
になるよラ設定してください。 

2画面のメッセージに従い、リモコンで 
設定ずる。 

-♦♦♦■►で項目や設定を還ぶ。 


ミ夫定ボタンで選んだ 
項目や設定を確定する。 



リモコンボタンに希望のチヤンネ 
ルを割り当てる 

r かんたんあ]期設定」を行ラと、 U モコンの数字 
ボタンのチヤンネルは自動で割り当てちれます。 
お好みのチヤンネルと異なる場合は、手動でお 
巧みのチヤンネルに変更してください。 

1ホームポタンを巧して、次のように選ぶ。 

a - [放送受信設定]^ [デジタル放送受信 
設定]^ [地上デジタ j レ:プ U セット登録]ま 
たは旧 S : プ U セット登録]、に S : プ U セッ 
卜登錫 

2お好みのチヤンネルに変更する。 


マンシヨンなどの共同受信システ 
ムの設定をする 

[ BS - CS ： 衛星アンテナ設定]を[切]にしてくださ 
い。 

ホームポタンを押して、次のように選ぶ。 

を^ [放送受信設定]^ [アンテナ設定]^ 
[ BS - CS ： 衛星ァンテナ設定]^ [切] 


ご属入後の一回だけ、初期設定をする前に本機を快適に 
使5ための処理をする必要びありまず。 

処理中、約40秒間は画と音び消え、本機前面のタイマー 
ランプびオレンジ色に点滅します。 

処理中は電源を切6ないで < ださい。 

(この処理は、製造時に実施されている場合びありまず。） 



かんたん初期設定をあとでやり直 
ず 

引越しなどでお住まいの地域び変わったとをや 
地上デジタル放送び開始されたとをは、「かんた 
んネ刃期設定」をやり直してください。 

1ホームポタンを押して、次のように選ぶ。 

を^め、んたん設定]^め、んたん初期設定] 

2画面のメッセージに従って設定する。 


接続•設定をずる 


13 





テレビを見る 


1 




蚕組表 


2 


3 


電源を入れる。 

〇電源プラグをコンセントに差し込む。 

0の(電源)スイッチを押す。 

本磯前面左側の|(電源ランプ)び、緑色に点灯しているこ 
とを確認してください。 


2見たい放送を選ぶ。 


アナ□ブ_ 

/- flilSgl 1^91 


J 


I 

地上デジタル放送と地上ア放送を切り換えます。 

ナ□グ放送を切り換えます。デジタル放送の高画質•高音質で 
従来の地上アナ□グ放送を多彩な番組をご覧いただけます。 
引さ続さご覧いただけます。 


3チヤンネルを選ぶ。 



数字ボタンまたはチャンネル+/—ボタンでチヤ 
ンネルを選びます。 


番組表か5選ぶには 

デジタル放送を視聴しなび5、放送中および 
1時間内の番組を表示でさます。 

1ぐ 

10キー選局ずるには 

10キーボタンを押したあと、数字ボタンでチャンネル番号 
を入力して、最後に12ボタンを押します。 

• 01 Ich (デジタル放送)の場合： 

■ 一の一■■一 n 一旧 

• 37 ch (アナ□グ放送)の場合： 

1ち-一—-■•■■一わ 

枝蚕び付いているチャンネルを選局ずるには 

他の地域の放送わ受信でさる場合、重複するチャンネル蚕 
号を区別するために、補助的な番号(枝蚕)び付いています 
(地上デジタルのみ)。 


Oibch の場合： 

1〇キー ,。 

■ 一 gpl 一 — 一 —- 


I 巧 _ |ぉ 

•m 一 B 一旧 


再生ボタン、音声切換ボタン、数字ボタンの「5」、 
チャンネル+ボタンの上には、凸点(突起)び付 
いています。操作の目印として、お使いください。 


お使いの機種により、使用できるボタンは異なる場合びあり 
ます。 


使ってみる 
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QJ 電源 1/ のスイッチ 

電源を入/スタンバイします。 



U モコンの裏側の1/のスイッチち使用でさます。 

医]リンクメニュー 

HDMI 接続した機器をプラビア IJ ンクで操作します。 

间 BD レコーダーボタン 

HDMI ケーブルでつないだブルーレイディスクレコーダー 
を操作します。 

囲他機器操作ボタン 

HDMI ケーブルでつないだ機器やネットワーク機器などを 
操作します。 

固電子取説 

本機に内蔵されに「電子取説」を表おしまず。 

固カラーボタン(青、ホ、緑、黄） 

データ放送や r アクトビラ」、番組表などの画面操作で使い 
ます。 

また「電子取説」を操作中に、操作ガイドで表示されている 
とさに使えまず。 

团♦♦♦♦決定 

♦♦♦♦でホーム メニュー などの項目を選んだり、カー ソ 
ルの移動をします。巧定ボタンで選んだ項目を巧定します。 

垣]オプション 

オプションを使5と、そのとさにでさる便利な機能の項目 
び表示され、通甫の手順よ0ち早く操作でさるよ5になり 
ます。♦♦で項目を選び巧定ボタンを巧します。 

团放送切換ボタン(アナ□グ/地デジ、 BS 、 CS ) 

放送を切り換えます。 

画数字/チャンネル +/- 

チャンネルを切り換えた0、数字を入力した0します。 

回音量 +/ — 

音量を調節します。 


リモコンの昼本機能を使う 

付属の U モコンを使用してください。ここでは U モコンの基本的な操作を説明しています。リモコン 
機能の詳細については、電モ取説ボタンを巧して r 電モ取説」をご覧ください。 


使ってみる 
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ホームメニューを 
使う 


番組表や外部入力、テレビをお好みの設定に変更するなど本機ででさることの入り□となります。 



1ホームを}甲ず。 

2 ** ◄■■►で項目を選んで、決定 
を巧す。 




3ホームを}甲して、終了する。 



ホームメニューか5調整したい項目を選ぶには 

(例えば、(設定)を還んだ場合） 

①寺♦を巧して、を（設定)のカテゴリーを選 
ぶ。 

設定の項目びち側に表示されます。 

⑤♦命を押して、[かんたん設定]を選ぶ。 

⑤決定を巧して、調整したい項目を変更する。 


イメージ/イラストは実隐の表示と異なる場合びあります。 


使ってみる 
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ホームメニューカテゴリ-覧を表のする 

U モコンのここを^を巧すと、画面にホームメニューび表示されます。この画面か S 各種操作•設定 
画面に移動でをます。 


•0* 設定 

本機で必要なさまざまな設定びでをます。 

りァプ U キャスト 

アプ U キャストを表示します。 

アプリケーシヨン 

音楽検索やインターネットブラウヴーなどのアプ U ケーシヨン 
を開さます。 

^ ネツトチヤンネル 

〈ブラビア〉ネットチャンネルのコンテンツを見ることびできます。 

おずずめ番組 

視聴傾向に基づいて、おすすめの番組を表おします。 

録画 

USB 八ードディスク機器をつないで、録画予約をしたり、録画 
済みのま組を再生したりでをます。 

ゴ テレビ 

放送やチャンネルを還んだり、番組表を表示したりでをます。 

巧メディ7 

USB 機器やネットワーク機器に保存されている、写真/音楽/映 
像ファイルを再生でをます。 

j 入力切換 

入力を切り換えて、本機につないだ機器の映像を見ることびで 
をます。 

pO お気に入り/履歴 

お気に入りや最近見たチャンネルなどを表示します。 


使 

ご 

て 

み 

る 


ごを意 


• お使いの状況によ0、表示される項目は異な0ます。 
• グレー表示の項目は選べません。 



設定の詳細項目については、「電子取説」をご覧<ださい。 
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内蔵の取扱説明書 
(電子取説)を見る 


本機は、テレビ本体にテレビ画面で見ることびでさる r 電モ取説」を搭載しています。必要なとさに U 
モコンの電モ取説ボタンを巧せば、画面ですぐに見ることびでをます。 



1電子取説を}甲ず。 

電子取説 

2パ◄■■►で項目を選んで、ミ夫定 
を巧ず。 




「電子取説」か5項目を選ぶには 

①♦命を押して、1ま目の層の項目を選ぶ。 

項目の内容び画面ち側に表示されます。 

⑤♦を巧して、画面も側(次の層の項目）に移動 
ずる。 

(3) ♦命を押して、画面左側か5項目を選ぶ。 

プレビューび画面ち側に表示されます。 

3ま目の層び利用可能であるな5、ちラー度 
②⑤を行い、項目を選んでください。 

@ ♦を押す。 

項目の内容び全画面で表示されます。 


イメージ/イラストは実際の表示と異なる場合びあります。 


使ってみる 
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r 電子取説」の操作画面を見る 

r 電モ取説」の画面を進めたり、ページを送ったりでをます。 
また説明画面によっては、その機能を直接起動でをます。 


前のページに戻るには、♦を巧します。 
次のページに道むには、♦を巧します。 
現在のページ/総ページび表示されます。 


前のぺージに戻るには、頂る」を押しまず。 


この機能’を使うときは、「ホ定」を巧しまず。 

* 機能を直接起動でをる場合のみ、表示されます。 


しおり機能を使う 

r 電モ取説」にはしおり機能びあります。 U モコンのカラーボタンで登録したり解除することびでをます。 
登録したしおり機能を使うには、トップページに戻り、 [>/ しおり]を選びます。 


最後に表示されたページを見る 

r 電モ取説」は最後に表示したページを記憶しています。「電モ取説」の表示中に電モ取説ボタンを巧す 
と、テレビ画面に戻り、ちう一度電モ取説ボタンを巧すと、前回見ていた情報び表示されます。情モ 
取説」のトップページを見るには、画面の指示に従ってトップページに戻るか、ホームボタンを巧して、 
を^ [電モ取説]を選んでください。 


苗 


ごミ主意 


電源を切ったり、スタンバイ状態になったとさに、再び r 電子取説」を表示した場合はトップぺージに戻ります。 





使ってみる 
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インターネットの 
接続•設定をする 


本機をインターネット回線につないで、インターネット上のさまざまなコンテンツを楽しめます。詳 
しくは r 電モ取説」をご覧ください。 


インターネットのご利用には、インターネット回線事業者やプ□バイダーと契約する必、要びあります。 


無線 LAN や LAN ケーブルでつなぐ 

無線 LAN でつなぐ 

USB 無線 LAN アダプター UWA - BR 1 00側売)を使って、インターネットやホームネットワークにつな 
ぐことびでをます。アダプターを本機の USB 端テに差し込むだけなので、面倒な配線び不要です。 


本機 


i m 


USB 無線 LAN アダプター 
UWA - BR 100 (別売） 


q _1の 


USB 端子 


t ~~ J— 


口 


パソコン 


無線 LAN ルーター 
(アクセスポイン h ) 


ADSL モデム/ 
ケーブルモデム/ 
光モデムなど 




インターネツ I 


• USB 端子び2つある機種をお使いの場合は、必ず上側の USB 端テを使用してください。 

• 必ず、本機専用の USB 無線 LAN アダプターを使用してください。市販の USB 無線 LAN アダプターは使用でさません。 

• モデムとルーター(アクセスポイント）び一体化され、1つの機器で使用でをる製品もあります。ご利用の環境をご確認 
<ださい。 

LAN ケーブルでつなぐ 

ブ□ー ドバンドルーターと、 LAN ケーブル(別売)を使ってつなげます。 



光モデムなど 


• LAN ケーブルは、カテコ'リー 5( CAT 5) 政上のケーブルを使用してください。 

• モデムやブ□ー ドバンドルーターの WAN 端子はインターネット回線用の端テのため、本機との接続は必ず LAN 端テを 
使用して < ださし、。 

• モデムとルーター(アクセスポイント）び一体化され、1つの機器で使用でをる製品もあります。ご利用の環境をご確認 
ください。 

• ルーター機能付をモデムの LAN 端テに空きびない場合は、 LAN 用八ブをご用意くださし、。 
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ネットワ—クにつなぐ 



ネットワークの設定をする 

ネットワーク機能を使って、本機をインターネットに接続でをます。お使いのネットワークや LAN ルー 
ターの種類によって、設定手順は異なります。ルーターの設定については、お使いの LAN ルーターの 
取扱説明書をご覧ください。 

また、ルーターの設定は、お使いのパソコンであらかじめ行い、ネットワークにつなびることをお認 
してか5、本機の設定を行なってください。 



ホームボタンを巧して、 &- 
まず。 


•[通信設定]を還び 




巧定を巧す。 


魚 



[ネットワーク設定]を選びます。 L ツ降の設定は、 
無線 LAN でつなぐ場合は、引さ続さ r 無線 LAN で 
つないだとを」をご覧ください。 LAN ケーブルで 
つなぐ場合は、が25ページをご覧ください。 


無線 LAN でつないだとを 



♦♦で[無線 LAN 設定]を選ぶ。 


2決定を巧す。 

魚 


•(降の設定手順は、お使いのネットワークや無線 LAN ルーター(アクセスポイント）によって、異なり 
ます。次のチャートに従って、お使いの無線 LAN 環境に麻じた設定を行なってください。 

また、無線 LAN ルーターの取扱説明書ち合わせてご覧ください。セキュ U ティキー、 SSID は、お線 
LAN ルーターの側面や裏面に記載されています。ご不明なとさは、お線 LAN ルーターの製造会社にお 
問い合わせください。 


お使いの無線 LAN ルーターヴクセスポイント)は • 


WPS ボタン*びある、をしく 
は WPS プッシュボタン方式に 
対応している。 

いいが 

WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) 
には、対応している。 

V J 

はし、 


はい 

ク 


ク 

[ タイプ1 ) 


{ タイプ 2 ) 

* 無線 LAN ルーターによっては、 

AOSS ボタンで WPS プッシュボタン方式に対応 


いいえ今 タイプ3 


接続の隙、 WPS を使巧すると無線 LAN ルーターのセキュリティび有効になるため、セキュリティで保護されていない状 
態で無線 LAN に接続されていた機器びつなびらなくなります。この場合、つなび5なくなった機器をセキュ U ティび有 
効な状態で再度接続設定をするか、無線 LAN ルーターのセキュ U ティを無効にしたあと、セキュ U ティで保護されてい 
ない状態のままテレビと接続し直してください。 


口 古 


B 定 S し*す. 

U 下が巧巧 T. 

ホジトロ-ク BE 

<フラビア>ネットチ*:/去ル® ■* 
*- ムかトロ-ウ防 


ごを意 



トワーク投ち 


BS サボート 


ネットワ—クにつなぐ 
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ルーターとの接続び開始されて、下の画面び 
表示されたら■►を押す。 


接続診断結果び r 失敗」だつた場合 

お使いの無線 LAN ルーターによっては、自動設定び 
ラまくでをない場合びあります。その場合は、ルー 
ターの電源を入り切りしてください。それでもつな 
び5ない場合は、 f " タイプ 2 ) の設定方法を試してく 
ださい。 


0接続診断結果び表示された5、[閉じる]を選ん 
で決定を押す。 


を押す。 


表示された設定内容を確認し、 


巧イプ 1) 

WPS ボタンでセキユリテイ保護された 
ネツトワーク 

1 [ WPS (プッシュポタン方式)]を♦♦で選 
んで決定を押す。 


4 IP アドレスと、プ□キシサーパーの設定 
をする。 

〇はート]を♦♦で選んで；夫定を巧す。 


ネットワ—クにつなぐ 























^ 722 ) 

PIN コードでセキユリテイ保護された 
ネツトワ—ク 


[WPS ( PIN ち式)]を♦♦で選んで決定を 
押す。 


をネットつーク K 定-娜 LAN1SS 


無岳»没の吃定方まを a んで< ださい。お住いのルーターび 
WPS に巧拓していない場合は、 r 巧!!する」を a んでください。 
り！/-夕一によコては、 AOSS ポタンで WPS に巧店している 
場合びちりまず。） 


2無線 LAN ルーターと接続する。 

〇画面に表示されている PIN コードを、無線 LAN 
ルーターに入力し、[開始]を押す。 


無線アクセスポイントに （ WPS ) PIN コードを入力し、 
「開始」を押して<ださい。 


ちよつと一 


PIN コードは、パソコンなどから入力してください。 
詳しい入力ちまは、ルーターの取扱説明書をご覧い 
ただ<か、ルーターの製造舎社にお問い合わせくだ 
さい。 

©ルーターとの接続び開始されて、政下の画面び 
表示された5■►を押す。 



1 U 降の設定手順については、。タイプ1 Iwps ボタンで 
セキュリティ保震されたネットワーク J の手順 4 む降をご 
覧 になり、接続を完了させてくだをい。 


つなび6ない場合は、 
ださい。 


タイプ 3 ) の設定ち法を試してく 


I ネットつ—夕につなぐ 
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dSD 

WPS (Wi-Fi Protected Setup) に対応し 

ていないネツトワーク 


1無線 LAN ルーターのセキュリティキー、 
SSID を確認する。 


ちよつと一^ 


セキュ U ティで保護されていない無線 LAN ルーター 
をお使いの場合は、セキュ U ティキーの設定は必要 
あ0ません。 

2 [検索する]を**で選んで決定を押す。 




ネットローク 1BE - 應 LANiaS 


崩««度の6をち巧を化でくださ U。 お巧いの J1/- 夕一び 
WPS に巧店して u ない•合は， r 漁する J を a んでくださり。 
(ルーターによっては， AOSS ポタンで WPS に巧店している 


場さびおります。） 



3 無線 LAN ルーターと接続する。 

〇無線ネットワークの一覧の中から**で接続した 
いネットワーク名 ( SSID ) を選び、■►を押す。 




ネットワーク名 ( SSID ) び表示されない場合は、[手 
動登録]で無線 LAN ルーターの SSID を入力して < だ 
さい。 

©決定を押し、無線 LAN ルーターのセキュリティ 
キ ー( WEP キーまたは WPA キー)を入力して、* 
を押す。 



W 降の設定手順については、「1タイプ1 ) WPS ボタンで 
セキュリティ保護されたネットワーク」の手順4む降をご 
覧になり、接続を完了をせて<ださい。 


ラまく接続でさない場合は、 

ホームネットワーク相談窓口にお問い合わせください。 
電話: 01 20-776-93 3 ( フ U —ダイヤル） 

政下のホームページでを、サポート情報を確認でを 
ます。 

http :// www . sony . jp / support / tv / 
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LAN ケーブルでつないだとさ 


〇接続該断結果び表示されたら、[閉じる]を選んで巧 
定を巧す。 


[有線 LAN 設定]を♦♦で選んで決定を押 
す。 


巧ームネットワークおよぴインターネットに 
アクセスするための吃をを巧し1ます。 
^ち巧を SA/e ください。 


2 IP アドレスと、プ□キ シサーパーの 設定 
をずる。 

〇 [オート]を♦♦で還んで巧定を巧す。 



0表示された設定内容を確認し、♦を押す。 


IP7 ドレス： 才ート 

サブネット7スク： 才ート 

デフオルトヴートウIイ： 才ート 

DNS サーバー{ブライマ U) :才ート 


3 設定の保存と、接続診断をする。 

〇 [保を'接続該断]を♦♦で選んで;夫定を巧す。 


ネットワ—クおをび奇了し、ネットワーク巧篇にぶなしました。 

が LAN 徽： 脚 

□-力 J 庙8(: 巧巧 

インターネッ历； 巧巧 


接続診断結果が r 失敗」だつた場合 

お使いのルーターの設定によっては、自動的に接続 
でさない場合びあります。ルーターの取扱説明書を 
参考に、 IP アドレスなどの設定び自動的に行えるよ 
ラになっているかなどを確認してください。 


ネットワークおまを亮了する»さは、 LAN ケーブルびつな 
びつでいることを巧巧し， r 保存•接 SB® 巧 J を a んで< 
ださい。それの：•るは[中止]を a んで< だ立い。 
[中止 J ち S ぷと.否 S した巧客はすべて無効にな0ます。 


II ネットつ—夕につなぐ 
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I ホームネットワーク 
につなぐ 

ホームネットワークにつないで、他の部屋にあるネットワーク機器のコンテンツ泻真/音楽/映像など) 
を本機で楽しめます。ネットワークの設定については、「ネットワークの設定をする」（が21ページ)を 
ご覧ください。 



• モデムとルーター(アクセスポイント）び一体化され、1つの機器で使用でさる製品ちありまず。ご利用の環境をご®認 
ください。 

• ルーター機能付さモデムの LAN 端子に空さびない場合は、 LAN 用 A ブをご用意くださし、。 


写真/音楽/映像を再生する 

ネットワーク機器(サーバー)に保存されている写真/映像/音楽を本機で再生でをます。 
1 ホームボタンを巧して、なのように還ぶ。 

E] 一[フォト]/[ミュージック]/[ビデオ]ーネットワーク機器(サーバー） 

2 再生したいファイルまたはフォルダーを選ぶ。 


ごを意 


• ネットワーク機器の設定を変更した場合は、ま電源スイッチのある機種では、主電源スイッチで主電源を入れ直してか 
ら U モコンまたは本体の電源1/のスイッチで電源を入れてください。主電源スイッチのない機種では、一度電源コード 
を巧いて電源を切ってから、電源を入れ直して<ださい。 

• ネットワーク機器側で登録び必要な場合びあ0ます。詳し<は、機器の取扱説明書をご覧ください。 

• [フォト]や[ビデオ]はファイルによっては拡大して表示されるため、画質び粗くなることびあります。また、サイズや 
横縦比によっては、画面いっぱいに表示されないことびあります。 

• [フォト]では、ファイルや設定によっては、静止画の表示に時間びかかるものびあります。 

• 静止画に GPS 情報びあるときは地図び表示されます。地図を消したいときはオプションの[再生方法]で抛図画像表示] 
を排表示]にしてください。 

• リモコンの画面表示ボタンで、再生状態•再生時間などの情報パネルを表示/非表示できます。 


レンダラーで再生ずる 

ホームネットワークを通して、デジタルカラや携帯電話などの対応機器を操作して、機器の写真や 
音楽ファイル、映像ファイルを本機で再生でさます。 

レンダラー対応機器がコント□ーラーとして必要です。コント□ーラーの取扱説明書もあわせてご覧 
<ださい。 


ごを意 


• 本機でわ設定をしてください。 

ホームボタンを押して、次のよラに選びます。 

^ち-* ■ [通信設定]-*■[ホームネットワーク設定]-•■[レンダラー設定]-* ■ 設定したい項目 
. コント□-ラーとして、 VAIO にインス! -- ルされている VAIOMedia Plus や Windows 7の WMP 1 2などび使用できます。 


I ネットワ—クにつなぐ 


% 



ネットワーク録画をずる 

ホームネットワークを通して、本機と離れたところに設置しているネットワーク録画に対応したソニー 
製録画機器 (2007 年9月！;•(降発売)に、本機で設定した録画予約情報を送信します。 

1 ホームボタンを巧して、次のように選ぶ。 

• Jr [番組表]^録画する番組 
2番組説明画面で[録画巧象]を選び、[外部録画機器]を還ぶ。 

3 [録画予約]を還ぶ。 

4設定欄の[機器名接続]を還ぶ。 

5 r 接続」び 「 LAN 」 の録画機器を還ぶ。 

6 [予約お定]を還ぶ。 


ごミ主意 


• 放送時間び変更になった場合などは、変更に合わせた録画はでをません。 

•予約情報び録画機器に送信されたあとは、本機に予約情報は残りません。予約の修正や削除をする場合は、録画機器で 
操作してください。 

• 契約び必要なチャンネルの番組を録画予約するとをは、録画機器に契約済みの B - CAS カードを入れてください。 

• 八ードディスクレコーダー ‘ DVD レコーダー複合機などのとさは、録画予約する前に、複合機器側で録画する機器 (HDD 
や DVD など）を選んでおいて < ださい。 

• [録画予約]を選んですぐに他の画面に切り換えると、「設定を中止します。予約済の可能性びあ0ますので、録画機器 
側で確認してください。」といラメッセージび表示されます。録画機器で予約できているか確認してください。 

• 番組情報取得の状況によっては、番組説明画面に番組名などび表示されません。 

•録画予約設定画面の、[曰付]、[開始時刻]、[終了時刻]を変更するには、設定欄か5変更したい項目を選んで、設定し 
てください。[曰付]は前後1曰ずつ変更でをます。 


本機にネットワーク機器を登録ずる 

より便利に使うために、接続したネットワーク機器(ヴーバー）ごとに、ホーム>< ニュー上に表示して 
選べるように設定できます。接続したネットワーク機器は10台まで自動的に設定されます。 

1 ホームボタンを押して、次のように選ぶ。 

を—** [通信設定]—** [ホームネットワーク設定]—** [接続ヴーバー設定] 

2サーバーを選んで、表おするかどラかを設定する。 


ごミ主意 


接続したネットワーク機器は、10台まで自動的に設定されまず。 


接続サーバーの診断をする 

ホームネットワークにうまく接続でさないとさに、本機でネットワーク機器(サーバー)を正しく認識 
でさるかお認します。診断,括まび失敗だったとをは、理由と対処方法を見て接続や設定をお認してく 
ださい。 

1 ホームボタンを巧して、なのように還ぶ。 

を^ [通信設定]^ [ホームネットワーク設定]^ [接続ヴー J (一診断] 

2接続サーバー診断び終わった5、お認したいサーバーを還ぶ。 

3診断結果内容をお認する。 


I ネットつ—夕につなぐ 
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故障かな？と思った 5 


r 電モ取説」の「困ったとさは」ちあわせてご覧ください。 

インターネットのホームページでもよくあるお問い合わせ 「 Q & A 」 を紹介しています。 
http : //WWW's onv.jp/suppo rt/tv/faq/ 



こんな場合は故障ではありません 


画面に巧る点、または光6ない点 
がある。 


「ピシッ」といラさしみ音び出る。 



\ ピシ ツ ' 




電源を入れたときや電源スタンパ 
イ時に r カチッ」と音がずる。 

^\カチッ/ 


ミ夜晶テレビの映像は微細な画素の 
集合です。 

画面の一部に画素欠けや輝点びを 
在する場合びあります。 


電源を入れているかどラかに関わ 
5ず、周囲との温度差でキヤビ 
ネットび伸縮し、「ピシッ」という 
音び出ることびあります。 


電源を入れたとさは、内部の回路 
び働くため音びします。 

また電源スタンバイ時は、データ 
受信やソフトウエアの書き換えの 
ために本機の電源び自動的に入り、 
音びすることびあります。本磯前 
面の図のランプびオレンジ色に 
点滅しますび、故障ではあ0ませ 
ん。 


自己診断表示機能が働いています 



画面が消え、本機前面の の ランプびホ色に点滅ずる。 

本機に何6かの異常び起さています。のランプの点滅回数をご確 
認のうえ、ソニーご相談窓□にお問い合わせください。 


困つたとをは 


28 








症状 

対処のしかた 

参照ページ 

本機の電源が突然 

• [無操作電源オフ]を設定していると自動的に電源び切れます。 


ち Ofl た/いつのまに 
か消えていた。 

• [オンタイマー]を利用して電源を入れた場を、設定した視聴時間を経過すると、雲 
源び切れます。 



• [人感センサー]を設定していると、設定した時間の間、継続して人の動さを感知し 
なかったとさは消画とな0、さらに約3日分間経過すると自動的に電源び切れます。 
テレビか5離れた場所で視聴すると動きを感知しにくい場をびあります。 


1」モコンで 本機を 

操作でをない。 

• 操作したときに雲の1/のスイッチび点滅したら、電池の電圧び不足していますので、 
電池の交換び必要です。電ミ也を交換してください-。 

12 


•操作したときに U モコンび効きづらい、到達距離び短いと感じた5、電池の電圧び 
不足していますので、電池の交換が必要です。電池を交換してください 

12 


• ©極側から電池を入れてください。電池の饭©び正しい向きになっているか確認し 
て < ださし、。 

12 


. 本機や U モコンを金属製のテーブルやラックなどに設置すると U モコンの無線通信 
に支障をさたし操作でをないことがあります4 i 。 



• おくに電子レンジや無線装置びあるとをは1」モコンで操作でさないことびあります-'。 



• 1」モコンをちラー度登録してください W 。 

本体のホームボタンを巧して、 J £ s 一め、んたん設定]一 [ 1」モコン登録]の順に還び 
ます。 



• 1」モコン先端部を手などで覆わないよラにして操作してください。 



. 1」モコンは最後に登録した1台のテレビしか操作できません* 'I 。 



. プラビア U ンク対応機器の操作モードになっています。 U ンクメニューボタンを押 
して、[テレビの操作]一[ホーム（メニュー)]または[オプション]を選び、本磯を操 
作してください。 


1」口； y に 録画機 

器を登録でをな 
い。 

• 本機に付属のリモコンは、録画機器の登録に対応していません。 


HDMI 入力に切 

り換えると 1」モコ 

ンで操作でさない。 

. U ンクメニューに対応していない HDMI 磯器の可能性びあります。 

U ンクメニューボタンを巧して、[テレビの操作]一抓ーム（メニュ ー)] 一を一[外 
部入力設定]^ [ HDMI 機器制御設定]- [ U モコン操作ボタン設定]^ [標準]の順に選 
びます。 


画像び 乱れる。 

. アンテナ線は電源コードか5でさるだけ離してください。 



• これまでお使いの UHF アンテナを地上デジタル用に使用すると、夏信エリア内で 
あってもアンテナ設置状態、屋内配線状態でうまく映5なかったり、画面び乱れた 
りすることびあ0ます。お買い上げ店などにお問いをわせください。 

9 

本機の周辺び 熱し、 0 

•長時間使用したときなどに、本機の上部や後面び熱くなり、手で触れると熱く感じ 
ることちあ0ます。 



KDL-46/40HX720, KDL-60/55/46/40/32EX720, KDL-46/40/32EX72S のみ。 
KDL-32/22CX400 のみ。 



困 


た 

と 

を 

は 
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別売アクセサリーを取り付ける 


本機は！;(下の別売アクセヴ U —に対応してしなす (20 11年1月現在)。 

• 壁掛けユニット 

SU-WL500： KDL-46/40HX720, KDL-60/55/46/40/32EX720, KDL-32CX400 
SU-WL100：KDL-22CX400 
• フ□アスタンド 

SU-FL71M : KDL-46/40HX720, KDL-46/40/32EX720, KDL-32CX400 
SU-FL71L: KDL-46/40HX720, KDL-55/46/40EX720 

壁掛け ユニッ トはお実な取り付けび必要です。テレビの機種名をお認して、指定された壁掛け ユニッ 
卜を使用してください。また、必ず壁掛け ユニッ トの取扱説明書ちご覧になり、お実に行ってください。 

壁に取り付ける場合は、必ず指定の壁掛けユニットを使用し、専門業をに取り付けを依頼してく 
ださい。また、取り付け時には設置関係をじ1外近づかないでください。 

専門業者！;(外の人び取り付けたり、壁への取り付けび不適切だと、テレビび落下したりして、巧 
撲や骨がなど大けびの原因となることびあります。 


本機に壁掛けユニットやフ□アスタンドを取り付ける場合、テレビ後面か S ネジをはずす必要びあり 
ます （ KDL -32/22 CX 400 を除く）。 

また KDL -60 EX 720 の場合は、スタンドへッドも取りはずす必要びあります(が7ぺージ)。 

KDL-60/55EX720 KDL-46/40HX720, KDL-46/40/32EX720 

? 

柔らかい巧 


• 柔 S かい巧などを敷いた台に画面を下にしてテレビを載せてください。 

• 取りはずしたネジは、モどちびさわ6ないよ5にま全な場所にイ呆管して<ださし、。 

• テレビに付属のスタンドに戻す場合は、必ず保管したネジを元の場所に取り付けてください。 




その他 
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SU - WL 500 / SU - WL 1 00を使う 


KDL -46/40 HX 720, KDL -60/55/46/40/32 EX 720, 
KDL -32 CX 400 ( SU - WL 50 0) 



下記ちご覧ください。 

• 壁掛けユニットの取扱説明書 
• 「テレビ取り付け寸法表」（が本書の33ページ) 
• 「スタンドを取り付ける」（が本書の6ページ） 

• 「スタンドを取りはずす」（が本書の7ページ） 


KDL -22 CX 400 ( SU - WL 100) 



テレビ本体を付属のスタンドの上に設置し、 
マウンティングフックを取り付けてくださし、。 


ごを意 


• SU - WL 100 を使巧する場合は、壁掛けユニットに付属のベースプレートのホルダーを内側に付け誓えてください。 

• SU - WL 100 を使用する場合は、テレビ媛面左側か5マウンティングフックを取り付けてください。ち側を先に取り付け 
ると、角度を調整する場合、作業しづ5くなります。 

• 壁掛けユニット使用時に、テレビ媛面と壁の間の距離は約 6 cm になります。接続でをるケーブルをご使巧ください。 
6 cm 




SU - WL 100 


邮の 


ネジ•フック位置一覧表 


テレビ型名 

ネジ位置 

フック位置 

KDL -60 EX 720 

ん g 

a 

KDL -46/40 HX 720, 

KDL -55/46/40 EX 720 

も j 

b 

KDL -32 EX 720, 

KDL -32 CX 400 

e、g 

c 

KDL -22 CX 400 

— 

b 


ネジ位置 

マウンティングフックをテレビに取0付ける場合 
SU - WL 500 



フック位置 

テレビをベースブラケットに取り付ける場合 
SU - WL 500 



その他 






















テレビ取り付け寸法表 

取り付け寸法は取り付け状態により若干異なることびあります。 

取り付ける壁にはテレビ質量の4倍に耐えられる強度を要します 
テレビの質量は本書の36、37ページをご賣ください。 

SU-WL500 



テレビを取り付けたとさの画面の中む位置 



SU-WL100 



テレビを取0付けたとさの画面の中む位置 



テレビ寸法 

因回中*じ 

取り付け角度による長さ 

テレビ型名 

寸法 

角度が 

角度20° 


® 

(D 

⑥ 

〇 

e 

曰 

旧 

の 

KDL -46 HX 720 

1,078 

660 

120 

465 

91 

286 

615 

471 

KDL -40 HX 720 

943 

586 

157 

465 

91 

261 

545 

471 

KDL -60 EX 720 

1,389 

839 

30 

465 

90 

347 

783 

472 

KDL -55 EX 720 

1,269 

769 

65 

465 

90 

322 

718 

472 

KDL -46 EX 720 

1,078 

660 

120 

465 

91 

286 

616 

472 

KDL -40 EX 720 

943 

586 

157 

465 

91 

261 

546 

472 

KDL -32 EX 720 

755 

480 

161 

416 

91 

241 

446 

427 

KDL -32 CX 400 

799 

502 

172 

432 

130 

279 

473 

454 

KDL -22 CX 400 

554 

366 

116 

312 

122 

210 

342 

303 

















引を続をフ□アスタンドの取扱説明書をご覧に 
なり、テレビをフ□アスタンドに取り付けてく 
ださい(回〜且)。 


KDL -32 EX 720, KDL -32 CX 400 

フ□アスタンドに付属 
のネジ ( IV 16 X 16)4 本 

食 * X4 


角巧 

柔5かし、巧 

古 KDL -32 CX 400には [2] マークは付いていません。 

角巧び中央より上部になるよラに、左ちを正しく置 
いて < ださい。 

3フック®をブラケットに取り付ける。 


KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40 EX 720 



KDL -32 EX 720, KDL -32 CX 400 




フ□アスタンドを使う 

本機との設置について 

別売アクセヴ U —の取扱説明書にある設置手順 
に対応して本機では m 下の作業び必要です。本 
書とあわせてアクセヴ U —の取扱説明書ちご覧 
<ださい。 

はじめにフ□アスタンドに付属の取扱説明書の 
rn フ□アスタンドを組み立てる」をご覧になり、 
フ□アスタンドを組み立ててください。 

組み立て後、「且テレビの取り付け準備をする」 
のかわりに、なの手順を行ってください。 

1必要に応じてテレビに付属のスタンド 
をはずす。 

スタンドのはずしかたはが本書の7ページ 
をご覧ください。 

テレビに付属のスタンドに戻す場合は、必ず保管し 
たネジを元の場所に取り付けてください。 

2ブラケットをテレビに取り付ける。 

〇テレビ後面か5ネジをはずず ( KDL -32 CX 400を 
除く）（@本書の30ぺージ)。 

〇フ□アスタンドに付属のネジ ( M 6 X 16)4 本で固 
定する。 

KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40 EX 720 


® ( SU - FL 71 M ) 
® ( SU - FL 71 L ) 
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主な仕様 


KDL -46/40/32 EX 72 S をお使いの場合、テレビ単体での仕様となります。サウンドバーの仕様については、別冊の TV 
サウンドバーシステムの取扱説明書をご覧くださし、。 


受倍方式 

NTSC 方式、地上デジタル放送方式、 BS デジタル放送方式、110度 CS デジタル放を方式 

受信チヤンネル 

地上アナ□グ : VHF ] 〜12チャンネル、 UHF 13〜62チャンネル 

CATV (ケープルテレビ放送会社との受信契約び必要）： C 1 3〜 C 63 

地上デジタル ‘ BS デジタル’110度 CS デジタル(テレビ•ラジオ•独立データ)の备チャンネル 

BS デジタル‘110度 CS 
デジタル対応周波数 

1022 MHz -2072 MHz 

BS デジタル‘110度 CS 
デジタル対応□一カル 
周波数 

10.678 GHz 

巧巧スピーカー W 

KDL -60 EX 720: フルレンジ 3 xi 5 cm (2)、 ウーファー 4 X 9 cm (1) 

KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40 EX 720, KDL -46/40 EX 72 S : フルレンジ3 X 1 5 cm (2) 

KDL -32 EX 720, KDL -32 EX 72 S , KDL -32 CX 400:フルレンジ3 X 10 cm (2) 

KDL -22 CX 400 :フルレンジ4 X 1 0 cm (2) 

山 -4-, * 1 
曰产 ■出刀 

(実用最大出力） 

KDL -60 EX 720 :1 0 W +10 W +10 W 

KDL -46/40 HX 720, KDL -55/46/40/32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S , KDL -32 CX 400： 1 0 W +10 W 
KDL -22 CX 400 :5 W お W 

アンテナ端子 

VHF / UHF 、 BS /11 日度 CS IF 750 F 型コネクター(コンバーター巧電源出力、 DC 1 5/11 V 最大 4 W 、 

お線側+、オート/入/切、メニュー切り換え） 

ビデオ入力端子 

映像：ピンジャック 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

コンポーネント入力 
端子 

D 5 映像: D 端モ 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

HDMI 1 〜4入力端子 
( KDL -46/40 HX 720, 
KDL -60/55/46/40/ 
32 EX 720, KDL -46/40/ 
32 EX 72 S ) 

映像 (2 D ):480 し 480 p 、720/24 p /3 日 p 、720 p 、 1080し1080 /24 p /30 p 、 108 Op 
映儘 GD ): フレームパッキング 720/24 p /30 p 、 の Op 、 1080し 1080/24 p /30 p 
サイドバイサイド 720 p 、 1080し1080 /24 p 、 108 Op 
トップアンドボトム 720 p 、 1080し1080 /24 p /30 p 、 108 Op 
音声:2チャンネル U ニア PCM (32/44.1/48 kHz 、 16/20/24ビット)、ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC ( デジタル放送） 
アナログ音声: PC 音声入力端子にニジャック）と兼巧 （ HDMI 4 入力のみ） 

Audio Return Channel ( ARC ) 対応 ( HDMI 1 入力のみ） 

HDMI 1 〜4入力端子 
( KDL -32 CX 400) 

映像:480し 480 p 、720/24 p /30 p 、720 p 、 1080し1 080/24 p /30 p 、 108 Op 

音声: 2 チャンネル U ニア PCM (32/44.1/48 kHz 、 16/20/24ビット)、ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (デジタル放送） 
アナログ音声: PC 音声入力端子にニジャック）と兼巧 （ HDMI 4 入力のみ） 

Audio Return Channel ( ARC ) 対応 ( HDMI 1 入力のみ） 

HDMI 1、 2入力端モ 
( KDL -22 CX 400) 

映像:480し 480 p 、 の 0/24 p /30 p 、720 p 、 1080し1 080/24 p /30 p 、 108 Op 

音声:2チャンネル U ニア PCMG 2/44.1/48 kHz 、 16/20/24ビット)、ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (デジタル放送） 
アナ□グ音声: PC 音声入力端子にニジャック）と兼巧 （ HDM じ入力のみ） 

Audio Return Channel ( ARC ) 対応 ( HDMI 1 入力のみ） 

音声出力端子 
(へッドホン端子兼巧） 

ステレオ S ニジャック 

光デジタル音声出力端モ 

角型端子、 PCM (32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz )、 ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (デジタル放送） 

LAN (10/100) 端モ 

10 BASE - T /10 日 BASE - TX コネクター(ネットワークの使用環境により、接続速度に差び生じることびあり 
ます。本機は1日 BASE - T /100 BASE - TX の通信速度や通信品質をな話するちのではありません。） 

PC 入力端子 

RGB 映像 : Mini D - Sub 15 ピン 
音声:ステレオ S ニジャック 

USB 端子 

Hi-Speed USB 

KDL -46/40 HX 720, KDL -60/55/46/40/32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S , KDL -32 CX 400： USB 1 端子、 

USB 2 HDD 録画端テ 

KDL -22 CX 400 :USB 端子 


■その他 


システム 


入出力端子 
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KDL-60EX720 


KDL-55EX720 


KDL-32CX400 


KDL-22CX 400 


動作温度 

日で〜40。仁 

動作湿度 

10%- 80%(結露な去こと） 

消費電力 

172 W 

171 W 

114 W 

58 W 

消費電力 

0」モコン待機時） 

0.15 W (データ取得時を除く） 

0.2 W (データ取得時を除 
<) 

年間消費電力量 
(スタンダード時） 

163 kWh / 年 

162 kWh / 年 

85 kWh / 年 

46 kWh / 年 

区分名 

DG ( FHD 、 液晶倍速、付加機能なし） 

DF ( FHD 、 液晶ノーマル、 
付加機能なし） 

DK ( FHD し乂が、液晶ノー 
マル、付加機能なし） 

受信機型サイズ 

60 V 

55 V 

32 V 

22 V 

パネル解像度 

]920 X 1080 X 3( RGB ) (ドット:水平 X き直） 

136目 X 768 X 3 ( RGB ) 
(ドット:水平 X 垂直） 

有効画面サイズ 
(幅•高さ•巧角） 

132.9•74.8- 152.5 cm 

121.0 ’68.0’138.8 cm 

69.8-39.3-80.1 cm 

47.7 •26.8- 54.8 cm 

視野角(左ち/上下） 

178/178度(旭 TA 規格準拠コントラスト比10:1 ) 

170/160度(化1下八規格準 
拠コントラスト比 10:1) 

最大が形寸法 
(最大突起部分を除く） 

(幅 X 高さ X 奥行を） 

138.9 X 83.9 X 4.1 cm 、 

] 38.弓 X 86.9 X 32 .日 cm 
(スタンド含む） 

126.9 x 76.9 x 4.1 cm 、 

126.9 X 79.9 X 31.5 cm 
(スタンド含む） 

79.9 X 50.2 X 7.0 cm 、 

79.9 X 53.2 X 23.0 cm 
(スタンド含む） 

55.4 x 36.6 x 6.1 cm 、 

55.4 X 40.3 X 21.5 cm 
(スタンド含む） 

質量 

25.3 Kg 

31.6 Kg (スタンド含む） 

20.2 kg 

2 5. 4 kg (スタンド含む） 

8.7 kg 

り . 4 kg (スタンド含む） 

5.7 kg 

6.6 kg (スタンド含む） 

電源 

AC 100 V ,50/60 Hz 

別売アクセサ U — 

壁掛けユニット: SU - WL 500( KDL -60/55 EX 720, KDL -32 CX 400 のみ） 


I SU - WL 100( KDL -22 CX 400 のみ） 

フ□アスタンド： SU - FL 71 M ( KDL -32 CX 400 のみ） 

SU - FL 71 UKDL - 巧 EX 720 のみ） 

3 D >< ガネ: TDG - BR 250/ BR 100/ BR 50( KDL -60/55 EX 720 のみ） 

USB 無線 LAN アダプター: UWA - BR 10 日 
力ラ•マイクユニツト： CMU - BR 100 

• 受信機型サイズ (32 V など)は、有効画面の対角寸法を基準とした大きさの目まです。 

• このテレビは日本国内用です。電源電圧、放送規格の異なる外国ではお使いになれません。 

• 仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 

• DISC 61000 -3-2 適合品」です。 

JISC 61000 -3-2 適合品とは、曰本工業規格「電磁両立性-第 3-2 部:限度値-高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入力電流 
び 20 A 政下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 

区分ちと年間消費電力量について 

• 区分名 

「エネルギーの使巧の合理化に関する法律(省エネ法)」では、テレビに使用される画素数、表示素子、動画表示及び付加 
機能の有無等に基づいた区分を行なっています。その区分名称を言います。 

• 年間消費電力量 

省エネ法に基づいて、一般家庭での1曰の平均視聴時間 (4.5 時間)を基準に算出した、1年間に使用する電力量です。 

シミユレーテツド 3 D 機能について （ KDL -46/40 HX 720, KDL -60/5 5/46/40/32 EX 720, KDL -46/40/32 EX 72 S のみ） 

•当機能を使ラと、本機側での映像変換により、才 U ジナルの映像と見えかたに差び出ます。この点にご留意のラえ、当 
機能をお使いください。 

•本機を営利目的、または公衆に視聴させることを目的として、喫茶店、ホテルなどで、当機能を利用して 2 D 映像を 3 D 
変撰して表示すると、着作権ま上で保護されている着作者の権利を侵害する恐れびあ0ます。 
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商標について 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造されています。 
Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラトリーズ 
の商標です。 

" FACEDETECTI 日 N " の□コは ソニー 株式会社の商標です。 

HDMI 、 HDMI ロコ、および High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標もしくは米国および 
その他の国における登録商標です。 

DLNA め , the DLNA Logo and DLNA CERTIFIED ® are 
trademarks , service marks , or certification marks of the 
Digital Living Network Alliance . 

Adobe は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ 
社)の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。 
「アクトビラ」マーク、および 「a cTV i I a 」、 「アクトビラ」 
は、株式会社アクトビラの商標または登録商標です。 

「おサイフケータイ」は株式会社 NTT ドコモの登湿商標です。 

Fel に a (フエ U 力）はソニー株式会社の登録商標です。 
rPOCKETCHANNEU 、 「ポケットチヤンネル」はソニー株式会 
社の登録商標です。 

「 Edy (エディ）」は、ビットワレット株式尝社び管理するプ U ぺ 
イド型電子マネーサービスのプランドです。 

「 QR 〕ー ド」は株式会社デンソーゥエープの登録商標です。 
ITracklD 」 は 、 Sony Ericsson Mobile Communications AB の 
商標または登録商標です。 

Gracenote ®、 Gracen 饥 e の□コ'と口づタイスおよび 
"Powered by Gracenote " □コ‘は、米国および/またはその他 
の国における Gracenote , Inc の登録商標または商標です。 

© 1 995-2010 Opera ® Browser および Opera ® ブラウヴは 
Opera Software ASA の登録商標です。 Opera の□コは日 pera 
Softwa 巧 ASA の商標であり、各国の善作権ま、各種条約及び 
その他の法律で保護されています。 


田 DOLBY 

DIGITAL PLUS I 


PULSE 


HiDmi 


OPERA" 

software 


gracenota 


0 


巧 dina 

CERTIFIED 


ソフトウェアのダウン□ー ドについて 

本機を最新の状態に保つために、デジタル放送またはネッ 
トワークか5最新情報をダウン □- ドして、ソフトウェ 
アを書を換えます。電源コードび巧かれていると、ダウ 
ン□ー ドは行われません。 

ソフトウェアの書を換え中は、本機前面の威©ランプび 
オレンジ色に点滅します。電源コードを损かないでくだ 
さい。ソフトウェアの書を換えび途中で終了し、誤動作 
を起こす場合びあります。 


お手入れについての 

C ' 汪思 


誤ったお手入れをした場合、テレビを傷つけたり、故障 
の原因にわなりますので、必ず電源プラグをコンセント 
から抜いて、次のことを必ずお守り<ださい。 

液晶画面、が装のお手入れ 


la 下のことは行なわない 

• 本機に直接水や洗剤を絶対に 
かけないで< ださい。吹さかけ 
た水や洗剤び画面下部や外装 
部にたれて本機の内部に入り I 
込み、故障する場合びあります。 



• 殺虫剤やシンナーやベンジンのよ " Syi , H 
うな揮発性のもの、クレンヴ-の | Tp]m 
ような研磨剤は使わないでくださ ク、 
し、。変質した0、塗装びはげたり 
することがあ0ます。 

• テレビとスタンド(テーブル ~~~~ ^ 

トップスタンド)部の間に手を yr 

入れて掃除しないでください。 IJ 
狭いので、手を挟むことをあ一^^- 
ります。 —一~ 

• 画面のちれをふを取るとをは、画面に圧力をかけない 
で < ださい。 

• 3ムやビニール製品に長時間接触させないでください。 
変質したり、塗装びはげた0することびあります。 

• 市販の液晶パネル用保護フィルターなどは使わないで 
<ださし、。 

お手入れの方法 

• ちれびひどいとさは、水で ^ A 

薄めた中性洗剤などに巧を II |1 I 

這して固く絞ってふき取り、 

最後に乾いた布で軽くふい 

• テレビとスタンド(テーブルトッ \ r -= -7 

プスタンド)部の間は柄つきの [ 

モップなどを使巧してください。 ^一一 


• 軽いミちれをふさ取るとさは、めびね拭をなどの乾いた 
柔5かい巧でそっとふを取ってください。 

• 市販の化学ぞラをんゃク U —ニングク□スなどは、販 
売元に確認してか5使用してください。 

• 印刷面は乾いた柔らかい巧で T 寧にふいてください。 
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保証書とアフター 
サービス 


本機は日本国内専用です。電源電圧や放送規格 
の異なる海外ではお使いになれません。 

保証書に ついて 

• この製品は保証書び添付されていまずので、お買い上 
げの際、お買い上げの店か5お受け取0ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ただし、液晶パネルは2年間です。 

• 本機のメモ U —に保存されたデータは、保証の対象外 
です。 

アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

r 困ったとさは」の項を参考にして、故障かどラかをお調 
ベください。 

それでも具合が悪いときは ソニー ご相談窓口へ 

• 裏表紙にある ソニー ご相談窓 □へ お問い合わせくださ 
い。 

• BS デジタル、110度 CS デジタルの放送局との受信契約 
や番組に関しては、ご覧にな0たい放送局のカスタマー 
センターや衛星サービス尝社、 B - CAS カスタマーセン 
ター價話番号0570 -000-250) にお問い合わせください。 
• デジタル放送全般については(社)デジタル放送推進協 
会 ( Dpa ) のホームページをご覧ください。 
http :// www . dpa . or.jp 

• 地上デジタルの受信相談については、総務省地上デジ 
タルテレビジョン放送受信相談センターにお問い合わ 
せくださし、。 

電話番号0570 -07-01 01 

(平日9:00〜21:00、±•日‘祝日9:00〜 18:00) 

部品の交換について 

この製品は、修理の隙に交換した部品を再生、再利用す 
る場合びあります。その隙、交換した部品は回収させて 
し、たださます。 

保証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくは、保罰書をご覧ください。 

何らかの原因でコンテンツび外部メディアや外部記録機 
器（"；><モリースティック"、デジタルレコーディング八一 
ドディスクドライブなど）に記録でをなかった場合や、外 
部メディア•が部記録機器に記録されたコンテンツび破損 
または消去された場合など、いかなる場合においてをコ 
ンテンツの補償およびそれに付随するあ5ゆる損害につ 
いて、当社は一切責任を負いかねます。あらかじめご了 
承ください。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有 
料で修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では、カラーテレビの補修用性能部品(製品の機能を 
維持するために必要な部品)を、製造打ち切り後8年間保 
有しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさ 
せていただをます。保有期間び経過したあとでを、故障 
箇所によっては修理可能の場合びありますので、お買い 
上げ店か、ソニーご相談窓口にご相談ください。 

ご相談になるとをは次のことをお知6せぐださい。 

型名： KDL -46 HX 720 KDL -40 HX 720 

KDL -60 EX 720 KDL -55 EX 720 

KDL -46 EX 720 KDL -40 EX 720 

KDL -32 EX 720 KDL -46 EX 72 S 

KDL -40 EX 72 S KDL -32 EX 72 S 

KDL -32 CX 400 KDL -22 CX 400 

故障の: I 犬態:でさるだけ詳しく 
購入年月日： 

本機のシ U のレナンノ く一および定格は、本機媛面に記載 
されています。 



This television is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country . 
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r 他製品との接続/関連情報」ホームページ 

本機の接続などに関する情報を、じ(下のホームページ 
でを確認でさます。 

http :// www . sony . jp / support / connect / 

r Q & A 」 ホームぺージ 

お客様か5よくあるお問い合わせと解ミ夫法に関する情 
報を、料下のホームページで確認でをます。 
http :// www . sony . jp / support / tv / faq / 


よ < あるお問い合た> せ、窓□受付時間などはホームページをごま用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 




フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

01 吕 0-333-0 吕〇 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

携帯電話 ‘ PHS ‘一部の IP 電話 

04己日- 31-251 1 

0466 -31-2 己31 


※巧扱 説明書’ 1」 モコン等の睛入相談は 


こちらへお問い合 0 せください。 


FAX (巧巧） 0120-333-389 



上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r 200 j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぞします。 
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